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要　旨　本研究は，基礎看護学実習Ⅱが看護学生の思いやり行動と職業的アイデンティティに及ぼ
す影響について明らかにすることを目的とした．

A大学看護学部2年生96人を対象に，基礎看護学実習Ⅱ前後に自記式質問紙調査を行った．実習前
62人（回収率64.6%），実習後71人（74.7%）のうち，62人（有効回答率実習前100%，実習後87.3%）
を分析対象とした．調査には，尾原による思いやり行動評価尺度と藤井らによる職業的アイデンティ
ティ尺度を用いた．分析には統計解析ソフトSPSS Ver.19.for Win.を用い，Wilcoxonの符号付順位和
検定とSpearmanの順位相関係数をみた．

結果は，男性1人（1.6%），女性61人（98.4%）で，平均年齢19.9±0.3（SD）歳であった．看護師
になることへの迷いでは，ある者が実習前33人（53.3%），実習後33人（53.2%）で変化はみられなかっ
た．将来の希望職種では，看護師が実習前53人（65.5%），実習後51人（56.8%）で最も多かった．思
いやり行動評価については，最も得点が高かったのは＜相手の態度表情を読み取る＞実習前平均3.8
±0.7点，実習後平均3.8±0.7点であり，最も得点が低かったのは＜相手の気持ちを察する＞実習前
平均3.5±0.5点，実習後平均3.4±0.7点であった．実習前後では，思いやり行動の得点に違いがなく
有意差もみられなかった．職業的アイデンティティについては，実習前後ともに最も得点が高かった
のは＜社会への貢献の志向＞で，実習前平均5.2±0.9点，実習後平均4.8±1.4点であり，有意（p<.05）
に実習後が下がっていた．最も得点が低かったのは，実習前＜看護職として必要とされることへの自
負＞平均4.3±1.1点で，実習後＜看護職の選択と成長への自信＞と＜看護職として必要とされること
への自負＞平均4.3±1.3点であった．思いやり行動評価総得点と職業的アイデンティティ総得点では，
両者に正の相関（実習前r=.62,実習後r=.53，p<.01）がみられた．

以上のことから，看護学生の思いやり行動は，2週間の基礎看護学実習期間では変化がみられなかっ
たが，思いやり行動は職業的アイデンティティに影響を及ぼしており，相手の立場に立ち考え理解し
ようとする姿勢が，職業的アイデンティティを高めることが推察された．
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Ⅰ　はじめに
基礎看護学実習Ⅱは，学生が初めて患者を受

け持つ実習であり，実習中に直に患者の身体面，
心理面，社会面に触れ，学内での学習とは違う
衝撃を受ける実習でもある．従って，2週間の
実習期間ではあるが，患者との関係について深
く考えたり，自分の看護観を再考したりと，学
びの多い実習であると考える．

看護は人間関係を基盤として成り立ってお
り，看護ケアの質には，患者と看護師との関係
が影響するといわれている．田島1）は，良好な
人間関係を形成することは，患者との信頼関係
を築くうえで重要なことであり，そのためには，
看護専門職者としての知識・技術・態度をもっ

て患者に関わることが必要であると述べてい
る．看護専門職者としての態度のひとつに思い
やりや気遣いがある2）といわれているが，患者
は看護師に「患者の身になって考え実行してほ
しい」3）や「いちいち言わなくても気づいて実
行してくれる」4）など，思いやりや気遣いを望
んでいるとの報告がある．さらに，教務主任が
看護師に求める態度として，思いやりを上位に
あげている5）との報告があることから，思いや
り行動は看護師にとって必要な態度であること
が考えられる．

思いやりは，広辞苑6）によると「自分よりも
人の身を思うこと」であるという．また，菊池
7）によれば思いやりは，対人関係を基盤として
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survey was conducted on 96 students at A Medical University School of Nursing before and after 
basic nursing training Ⅱ. I assumed 62 people (eff ective answer before training 100% , after training 
87.3% ) among 62 people before training (response rate 64.6% ) and 71 people after training (74.7% ). 
The sympathetic attitude scale of Ohara and professional identity scale of Fujii were used. The 
statistical analysis software SPSS Ver.19.for Win. was employel for analysis along with the rank 
sum test of Wilcoxon and correlation coeffi  cient of Pearson.

As a result, there were 1 male (1.6% ) and 61 women (98.4% ) subjects, and the average age was 
19.9±0.3 (SD). 26 (41.9% ) people hesitated about becoming a nurse before training and 25 people 
(40.3 % ) after it. The type of employment most hoped for was nursing before training among 51 
people (56.8% ) and after training among 53 people (65.5% ). “Being considerate of others,”which 
scored highest, was 3.8 ±0.7 before training and 3.8±0.7 points after training. This meant“being 
Sensitive　to the other's  feelings .” The lowest score training was 3.4 ± 0.7 points and after 
training 3.5±0.5　points, with regard to “respect for the other's feelings.” No signifi cant diff erence 
was noted before and after training in considerate behavior. The highest scores were for 
professional identity before (5.2 ± 0.9) and after training (4.8 ± 1.4),in terms of “contributing to 
society.”It was “self-confi dence about what was needed as a nurse” which scored lowest before 
training (4.3 ± 1.1),“the choice of the nurse and confi dence in growth” was 4.3 ± 1.3 points, and 

“self-confidence in what was needed as a nurse” after training. The “intention to contribute to 
society” (p<.05) was signifi cantly low after training.

An equilateral correlation was found between sympathetic attitudes and professional identity 
(before training r=0.62, after training r=0.53,p<.01). From the foregoing, sympathetic attitudes of 
nursing students showed no change during the two-week basic nursing training Ⅱ. However, their 
sympathetic attitudes influenced their professional identity, and their understanding of other 
persons could be taken to mean a heightened sense of professional identity.

キーワード：思いやり行動，看護職アイデンティティ，看護学生，基礎看護学実習Ⅱ
Keywords ：Sympathetic attitudes, Professional identity, Nursing students, Basic nursing practice Ⅱ
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幼児期から周囲の人との関わりの中で身につい
ていくものであるという．したがって思いやり
は，日々の生活体験を通して他者との交流の中
で成長発達するものであると考える．しかし，
地域社会との交流や少子高齢化の影響による世
代間交流の減少などにより，思いやりを育む機
会が減少しているのではないかと考える．看護
学生の思いやり行動については，他の一般大学
生よりも低い8）との報告があるが，看護師を志
す学生は，患者のニーズに気づくためにも，よ
り思いやりを育む必要があるのではないかと考
える．また，入学直後の看護学生の看護師イメー
ジにおいて，第一位が思いやりである9）との報
告があることから，思いやりを持つことは，看
護職を選択することに影響を及ぼしているので
はないかと考える．

また，青年期にあたる看護学生の心理・社会
的危機の主題としてアイデンティティがある
10）．青年期の発達課題として，情緒的・経済的
な独立や社会的役割を学ぶことがある11）こと
から，職業がアイデンティティの重要な側面に
なることが考えられる．

看護師の職業的アイデンティティとは，看護
師を自分の職業とする主観的な感覚であり，看
護師が看護の質を高めるために必要なものとさ
れている12）．看護学生においては，看護職を志
したその時から看護職アイデンティティを形成
し始め，職業的準備を伴うコースである看護大
学在学中に，それを高めていくことが期待され
ている．職業的アイデンティティに関する先行
研究では，看護師の役割モデルの存在が職業的
アイデンティティに影響を及ぼす13）ことや，
入学時から卒業時にかけて変化があること14），
臨床実習が影響を及ぼすこと15）が報告されて
いる．しかし，看護師に必要な態度であると考
えられる思いやり行動との関連について報告し
ているものはみあたらない．そこで，実習前後
における看護学生の思いやり行動と職業的アイ
デンティティの変化，および関連について検討
した．

Ⅱ　用語の定義　　　
思いやり：相手の立場に立って，相手の役

に立ちたいと思うこちら側に生ずる感情16）．
思いやり行動：相手のためになる自発的な

行動で，その実行により損失や犠牲が伴って
も他からの報酬は一切期待しない行動とする17）．

職業的アイデンティティ : 職業規範や価値
体系との相互作用の中で自覚される主観的な
感覚とする18）．

Ⅲ　研究方法
1．研究対象者

対象者は，基礎看護学実習Ⅱ前後のA大学
看護学部2年生96人であった．実習前の回答者
は62人（回収率64.6%），実習後の回答者は71
人（回収率74.7%）で，実習前後で対象者を対
比させて，回答に記入漏れのない62人を対象
とした．

2．調査期間　　
平成22年2月．

3．調査内容
1） 属性

性別，年齢，入学動機，看護職への迷い，
将来の希望職種，志望資格，大学院進学希
望とした．

2） 思いやり行動
看護学生の思いやり行動は，尾原19）が

作成した思いやり行動評価尺度を使用し
た．この尺度は，＜相手の立場に立つ＞11
項目，＜相手の態度・表情を読み取る＞4
項目，＜相手の気持ちを察する＞3項目の
3因子，計18項目で構成されており，「まっ
たくできない」から「いつもできる」まで
の5段階評定で１点から5点で順に得点化
し，得点が高いほど思いやり行動評価が高
いことを示す．因子別の信頼性クロンバッ
クのα係数は，＜相手の立場に立つ＞0.864，
＜相手の態度・表情を読み取る＞0.820，
＜相手の気持ちを察する＞0.660である．
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3） 職業的アイデンティティ
看護学生の職業的アイデンティティは，

藤井ら20）による医療職用職業的アイデン
ティティ尺度を使用した．この尺度は，＜
看護職の選択と成長への自信＞5項目，＜
看護職観の確立＞5項目，＜看護職として
必要とされることへの自負＞5項目，＜社
会への貢献の志向＞5項目の4因子，計20
項目で構成されており，「全くあてはまら
ない」から「非常にあてはまる」までの7
段階評定で１点から7点で順に得点化し，
得点が高いほど職業的アイデンティティが
高いことを示す．

4．調査方法
基礎看護学実習Ⅱ前後に，自記式質問紙調査

を行った．

5．配布・回収方法
調査票は，基礎看護学実習Ⅱ初日のオリエン

テーション直前と，実習最終日の学内でのまと
め発表終了時に配布し，各自で記入後に回収
ボックスに投函してもらった．

6． 分析方法
分析には，統計解析ソフトSPSS Ver.19.for 

Windowsを用い，記述統計，実習前後の差の
検定にはWilcoxonの符号付順位和検定を行っ
た．思いやり行動と職業的アイデンティティと
の関連にはSpearmanの順位相関係数をみた．

7．倫理的配慮
対象者には，書面と口頭にて，調査の趣旨及

び調査への参加・協力は自由であり，参加して
も途中で中断することは可能であること，調査
は無記名で行い成績や評価には関係がないこ
と，結果はID化し統計学的に処理されるため，
個人の特定はされずにプライバシーを遵守し，
研究の目的以外には使用しないことを説明し
た．収集したデータは外部記憶媒体に記録させ，
その記憶媒体は鍵をかけて保存した．統計処理
を行うコンピューターは，他のコンピューター

と切り離されたものを使い，研究終了後，調査
票はシュレッダーで破棄した．また，調査への
回答をもって，同意を得たこととした．

Ⅳ　結果
調査票の回収数は，実習前62人（回収率

64.6%），実習後71人（74.7%）であり，実習前
後で対象者を対比させて，回答に記入漏れのな
い62人（実習前有効回答率100%，実習後有効
回答率87.3%）を分析対象とした．
1．対象者の背景

対象者の背景について表1に示した．性別で
は，男性1人（1.6%），女性61人（98.4%），平
均年齢は19.9±0.3（SD）歳であった．看護学
部への入学動機では，家族・親族に看護師がい
るが21人（33.9%）で最も多く，次いで家族・
親族の入院経験が16人（25.8%）であった．

実習前では，看護師になることへの迷いは，
ややあるが26人（41.9%）で最も多く，次いで
あまりないが18人（29.0%），多いにあるが7人

（11.3%）で，約5割の学生が看護師になること
への迷いを感じていた．将来の希望職種では，
多重回答形式で求め，看護師が53人（65.5%）
で最も多く，次いで保健師が11人（13.6%），
助産師が10人（12.3%）であった．取得したい
資格では，多重回答形式で求め，看護師が59
人（44.6%）で最も多く，次いで保健師が40人

（30.3%），助産師が17人（12.9%）であった．
大学院への進学では，進学予定がないが38人

（61.3%）で最も多く，次いで決めていないが
16人（25.8%）であり，半数以上の学生が，現
時点で大学院進学を考えていなかった．

実習後では，看護師になることへの迷いは，
ややあるが25人（40.3%）で最も多く，次いで
あまりないが22人（35.5%），多いにあるが8人

（12.9%）で，実習前と同様に約5割の学生が看
護師になることへの迷いを感じていた．将来の
希望職種では，多重回答形式で求め，看護師が
51人（56.8%）で最も多く，次いで保健師が20
人（22.2%），助産師が12人（13.3%）であった．
取得したい資格では，多重回答形式で求め，看
護師が60人（44.8%）で最も多く，次いで保健
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師が39人（29.1%），助産師が21人（15.7%）で
あった．大学院への進学では，進学予定がない
が32人（51.6%）で最も多く，次いで決めてい
ないが16人（30.6%）であり，実習前と同様の
結果となった．

2．思いやり行動評価の質問項目別度数分布
実習前後の思いやり行動評価の質問項目別度

数分布を表2に示した．思いやり行動評価の得
点が高い「いつもできる」と「かなりできる」
の回答の二つを合わせた数についてみていく．
実習前において最も多かった項目では，＜相手
の立場に立つ＞は，Q14「人の気持ちを理解す
るように心がけている」48人（77.4%）であった．
＜相手の態度表情を読み取る＞は，Q10「人の
態度や表情を絶えず読み取ろうとする」48人
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（77.4%）であった．＜相手の気持ちを察する＞
は，Q9「人と感じ方がどこかに違いがあるよ
うに思える」35人（56.5%）であった．実習後
において最も多かった項目では，＜相手の立場
に立つ＞は，Q14「人の気持ちを理解するよう
に心がけている」47人 （75.8%）であった．＜
相手の態度表情を読み取る＞は，Q10「人の態
度や表情を絶えず読み取ろうとする」45人

（72.5%）であった．＜相手の気持ちを察する＞
は，Q9「人と感じ方がどこかに違いがあるよ
うに思える」34人（54.8%）であった．実習前
には，「いつもできる」と「かなりできる」と
回答した人が多かった項目については，実習後
には回答者数にほとんど変わりはなかった．

実習前において最も少なかった項目では，＜
相手の立場に立つ＞は，Q15「ある人に気分を
悪くされてもその人の立場に立ってみようとす
る」26人（42.0%）であった．＜相手の態度表
情を読み取る＞は，Q7「人のちょっとした表
情の変化でも見逃さない」30人（48.4%）であっ
た．＜相手の気持ちを察する＞は，Q4「周囲
の思いがはっきりしなくてその場にいたたまれ
なくなることがある」24人（38.7%）であった．

実習後において最も少なかった項目では，＜相
手の立場に立つ＞は，Q15「ある人に気分を悪
くされてもその人の立場に立ってみようとす
る」30人（48.4%）であった．＜相手の態度表
情を読み取る＞は，Q7「人のちょっとした表
情の変化でも見逃さない」35人（56.4%）であっ
た．＜相手の気持ちを察する＞は，Q4「周囲
の思いがはっきりしなくてその場にいたたまれ
なくなることがある」26人（42.0%）であった．
実習前に「いつもできる」と「かなりできる」
と回答した人が少なかった項目については，実
習後には回答者数が多くなった．

3．実習前後における思いやり行動評価得点と
因子別得点

思いやり行動評価の質問項目別の平均値
（mean）と標準偏差（SD），因子別得点の平均
値と標準偏差，Wilcoxonの符号付順位和検定
による結果を表3に示した．実習前では，＜相
手の立場に立つ＞において最も得点が高かった
項目は，Q14「人の気持ちを理解するように心
がけている」平均4.0±0.8点であり，最も得点
が低かった項目は，Q15「ある人に気分を悪く
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されてもその人の立場に立ってみようとする」
平均3.2±0.9点であった．＜相手の態度表情を
読み取る＞において最も得点が高かった項目
は，Q10「人の態度や表情を絶えず読み取ろう
とする」平均3.9±0.9点であり最も得点が低かっ
た項目は，Q7「人のちょっとした表情の変化
でも見逃さない」平均3.4±1.0点であった．＜
相手の気持ちを察する＞において最も得点が高
かった項目は，Q6「他人の心の動きを察する
ことはかなり難しいことだと思う」平均3.6±0.9
点とQ9「人と感じ方がどこかに違いがあるよ
うに思える」平均3.6±0.8点であり，最も得点
が低かった項目は，Q4「周囲の人の思いがはっ
きりしなくてその場にいたたまれなくなること
がある」平均3.3±0.7点であった．

実習後では，＜相手の立場に立つ＞において
最も得点が高かった項目は，Q14「人の気持ち
を理解するようにこころがけている」平均4.0
±0.8点であり，最も得点が低かった項目は，
Q15「ある人に気分を悪くされてもその人の立
場に立ってみようとする」平均3.4±1.0点であっ
た．＜相手の態度表情を読み取る＞において最
も得点が高かった項目は，Q10「人の態度や表
情を絶えず読み取ろうとする」平均4.0±0.9点
であり，最も得点が低かった項目は，Q7「人

のちょっとした表情の変化でも見逃さない」平
均3.6±1.0点であった．＜相手の気持ちを察す
る＞において最も得点が高かった項目は，Q6

「他人の心の動きを察することはかなり難しい
ことだと思う」平均3.5±1.0点とQ9「人と感
じ方がどこかに違いがあるように思える」平均
3.5±0.9点であり，最も得点が低かった項目は，
Q4「周囲の人の思いがはっきりしなくてその
場にいたたまれなくなることがある」平均3.3
±1.0点であった．実習前後では，思いやり行
動の得点にほとんど違いがなかった．

思いやり行動評価の因子別の合計得点の平均
値は，実習前では，得点が高かった順にみると，
＜相手の態度表情を読み取る＞平均3.8±0.7点，
＜相手の立場に立つ＞平均3.6±0.6点，＜相手
の気持ちを察する＞平均3.5±0.5点であった．
実習後では，得点が高かった順にみると，＜相
手の態度表情を読み取る＞平均3.8±0.7点，＜
相手の立場に立つ＞平均3.7±0.6点，＜相手の
気持ちを察する＞平均3.4±0.7点であった．実
習後においても得点に大きな変化はなく，実習
前と同様の順であった．思いやり行動評価総得
点では，実習前平均3.6±0.5点，実習後平均3.7
±0.6点で，大きな変化はなかった．思いやり
行動評価総得点と3つの因子において，実習前
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後では有意差はみられなかった．

4．職業的アイデンティティの質問項目別度数分布
実習前後の職業的アイデンティティの質問項

目別度数分布を表4に示した．職業的アイデン
ティティの配点が高い「非常にあてはまる」，「あ
てはまる」と「少しあてはまる」の回答の三つ
を合わせた数についてみていく．実習前におい
て最も多かった項目では，＜看護職の選択と成
長への自信＞は，Q5「私は看護職を選択した
ことはよかったと思う」42人（67.8%）であった．
＜看護職観の確立＞は，Q18「将来自分らしい
看護ができるようになると思う」33人（53.2%）
であった．＜看護職として必要とされることへ
の自負＞は，Q15「私は看護師として医療チー
ムの一員として今後ますます必要とされると思
う」33人（53.2%）であった．＜社会への貢献
の志向＞は，Q8「私は看護職として患者の願
いに応えたいと思っている」57人（91.9%）であっ
た．すなわち，看護職に対する考えや価値観（医
療のあり方についての自分自身の考えや価値
観）をもっている学生は約5割で，患者の願い

に応えたいという志向をもっている学生は9割
以上みられた．

実習後において最も多かった項目では，＜看
護職の選択と成長への自信＞は，Q13「私は看
護職を志す学生であると他人に誇りをもって言
うことができる」33人（53.2%）であった．＜
看護職観の確立＞は，Q16「私は自分らしい看
護をしていくことができると思う」33人（53.3%）
であった．＜看護職として必要とされることへ
の自負＞は，Q17「私は看護者として患者に必
要とされていると思う」31人（50.0%）であった．
＜社会への貢献の志向＞は，Q7「私は看護職
として社会に貢献していきたい」39人 （62.9%）
であった．すなわち，看護職に対する考えや価
値観をもっている学生は約5割で実習後に変化
はなく，社会に貢献していきたいという志向を
もっている学生が約5割であった．

5．実習前後における職業的アイデンティティ
得点と因子別得点

職業的アイデンティティの質問項目別の平均
値（mean）と標準偏差（SD），因子別得点の
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平均値と標準偏差，Wilcoxonの符号付順位和
検定による結果を表5に示した．実習前では，
＜看護職の選択と成長への自信＞において最も
得点が高かった項目は，Q13「私は看護職を志
す学生であると他人に誇りをもって言うことが
できる」平均5.0±1.5点とQ5「私は看護職を
選択したことはよかったと思う」平均5.0±1.3
点であり，最も得点が低かった項目は，Q4「私
は看護職以外の仕事は考えられない」平均3.6
±1.7点であった．＜看護職観の確立＞におい
て最も得点が高かった項目は，Q18「将来自分
らしい看護ができるようになると思う」平均4.6
±1.4点であり，最も得点が低かった項目は，
Q11「自分がどんな看護をしたいかはっきりし
ている」平均4.3±1.6点であった．＜看護職と
して必要とされることへの自負＞において最も
得点が高かった項目は，Q15「私は看護師とし
て医療チームの一員として今後ますます必要と
されると思う」平均4.8±1.4点であり，最も得
点が低かった項目は，Q19「私は看護師として
背景に独自の学問体系をもっている」平均3.7±
1.3点であった．＜社会への貢献の志向＞におい
て最も得点が高かった項目は，Q8「私は看護職

として患者の願いに応えたいと思っている」平
均5.7±0.9点であり，最も得点が低かった項目は，
Q6「私は看護職として看護の世界の発展に貢献
していきたい」平均4.7±1.3点であった．

実習後では，＜看護職の選択と成長への自信
＞において最も得点が高かった項目は，Q5「私
は看護職を選択したことはよかったと思う」，
Q13「私は看護職を志す学生であると他人に誇
りをもって言うことができる」がともに平均4.6
±1.5点であり，最も得点が低かった項目は，
Q4「私は看護職以外の仕事は考えられない」
平均3.8±1.5点であった．＜看護職観の確立＞
において最も得点が高かった項目は，Q18「将
来自分らしい看護ができるようになると思う」
平均4.6±1.4点であり，最も得点が低かった項
目は，Q9「自分がどんな看護者になりたいか
はっきりしている」平均4.1±1.6点であった．
＜看護職として必要とされることへの自負＞に
おいて最も得点が高かった項目は，Q12「私は
看護職としてこれまでもこれからも多くの人に
必要とされていると思う」平均4.4±1.5点と
Q15「私は看護師として医療チームの一員とし
て今後ますます必要とされると思う」，Q17「私
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は看護者として患者に必要とされていると思
う」がともに平均4.4±1.4点であり，最も得点
が低かった項目は，Q19「私は看護師として背
景に独自の学問体系をもっている」平均4.0±1.4
点であった．＜社会への貢献の志向＞において
最も得点が高かった項目は，Q8「私は看護職
として患者の願いに応えたいと思っている」平
均5.1±1.5点であり，最も得点が低かった項目
は，Q6「私は看護職として看護の世界の発展
に貢献していきたい」平均4.4±1.6点であった．
職業的アイデンティティの得点は，実習後に低
下する傾向にあった．職業的アイデンティティ
の因子別の合計得点の平均値をみると，実習前
では，得点が高かった順に，＜社会への貢献の
志向＞平均5.2±0.9点，＜看護職の選択と成長
への自信＞平均4.6±1.3点，＜看護職観の確立
＞平均4.5±1.3点，＜看護職として必要とされ
ることへの自負＞平均4.3±1.1点であった．実
習後では，得点が高かった順に，＜社会への貢
献の志向＞平均4.8±1.4点，＜看護職観の確立
＞平均4.4±1.3点，＜看護職の選択と成長への
自信＞，＜看護職として必要とされることへの
自負＞がともに平均4.3±1.3点であった．最も

得点が高かったのは，実習前後ともに＜社会へ
の貢献の志向＞であり，得点は実習後に低下する
傾向にあった．職業的アイデンティティ総得点で
は，実習前平均4.6±1.0点，実習後平均4.5±1.2
点で大きな変化はなかった．総得点において，実
習前後では有意差はみられなかったが，下位因子
の＜社会への貢献の志向＞において，実習前より
実習後のほうが有意 （p<.05）に下がっていた．

6． 思いやり行動評価と職業的アイデンティ
ティとの相関

思いやり行動評価と職業的アイデンティティ
との相関を表6に示した．実習前において，思
いやり行動評価総得点，各因子の＜相手の立場
に立つ＞，＜相手の態度表情を読み取る＞と，
職業的アイデンティティ総得点，各因子の＜看
護師選択への自信＞，＜自分の看護観の確立＞，
＜看護師として必要とされることへの自負＞，
＜社会への貢献の志向＞との間で正の相関

（p<.01）がみられた．思いやり行動評価の因子
＜相手の気持ちを察する＞と職業的アイデン
ティティ総得点，各因子の＜看護師選択への自
信＞，＜自分の看護観の確立＞，＜看護師とし
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て必要とされることへの自負＞，＜社会への貢
献の志向＞には相関がみられなかった．

実習後において，思いやり行動評価総得点，
各因子の＜相手の立場に立つ＞，＜相手の態度
表情を読み取る＞と，職業的アイデンティティ
総得点，各因子の＜看護師選択への自信＞，＜
自分の看護観の確立＞，＜看護師として必要と
されることへの自負＞，＜社会への貢献の志向
＞との間と，思いやり行動評価総得点，各因子
の＜相手の立場に立つ＞，＜相手の態度表情を
読み取る＞，と＜相手の気持ちを察する＞との
間で正の相関（p<.01）がみられた．思いやり
行動評価の因子＜相手の気持ちを察する＞と職業
的アイデンティティ総得点，各因子の＜看護師選
択への自信＞，＜自分の看護観の確立＞，＜看護
師として必要とされることへの自負＞，＜社会へ
の貢献の志向＞には相関がみられなかった．

実習前後ともに，思いやり行動評価総得点と
職業的アイデンティティ総得点で正の相関（実
習前r=.62,実習後r=.53，p<.01）がみられた．

Ⅴ　考察
基礎看護学実習Ⅱ前後における看護学生の思

いやり行動と看護職アイデンティティの変化，
および関連について明らかにすることを目的と
して検討した．
1. 思いやり行動の実習前後の変化

思いやり行動評価の質問項目の中で，「でき
る」と回答した人が最も多かった項目Q9「人
と感じ方がどこかに違いがあるように思える」，
Q10「人の態度や表情を絶えず読み取ろうとす
る」とQ14「人の気持ちを理解するように心が
けている」は，実習前後で「できる」と回答し
た者に変化はなく，最も少なかった項目Q4「周
囲の思いがはっきりしなくてその場にいたたま
れなくなることがある」，Q7「人のちょっとし
た表情の変化でも見逃さない」とQ15「ある人
に気分を悪くされてもその人の立場に立ってみ
ようとする」は，実習後に「できる」と回答し
た者が増えた．実習前から思いやり行動がとれ
ると思っていた学生は，実習後もその思いを維
持することが出来，実習前に思いやり行動をと

ることが難しいと感じていた学生は，実習によ
り，思いやり行動がとれるようになったのでは
ないかと考える．嘉屋21）は，思いやりは対人
関係において成り立つものであり，看護学生は
多くの経験をする臨地実習場面において育成す
ると述べていることから，本調査においても学
生は，実習において思いやりを育成することが
できたのではないかと考える．したがって，質
問項目ではあるが，「できる」と回答した学生
が増えたことから，基礎看護学実習Ⅱによる影
響が推察できる．

思いやり行動評価の因子＜相手の立場に立つ
＞とは，相手の立場・視点に立ち，相手の理解
に努める行動のことであり，＜相手の態度表情
をよみとる＞とは，相手の態度や表情に気を配
り，相手の理解に努める行動のことである．ま
た，＜相手の気持ちを察する＞とは，相手の心
の動きに敏感に反応すること22）である．一戸
23）は，看護の思いやり行動とは，看護の対象
となる人に思いをやることであり，その思いを
やる時には，専門的知識を駆使して相手の状況
を的確に判断し，そして，相手の立場に立って，
相手に共感し，相手に役立つことの思いを遣わ
す有意行動であると述べている．本調査の結果
では，実習前後ともに最も高かったのは＜相手
の態度表情をよみとる＞で，最も低かったのは
＜相手の気持ちを察する＞であったことから，
学生は，患者の気持ちを察するといった心の動
きに反応するにとどまらず，患者の態度表情を
読み取り，患者の理解に努める行動をとること
に重要性を感じていたことを表しているのでは
ないかと考える．

2．職業的アイデンティティの実習前後の変化
看護学生の職業的アイデンティティ得点で

は，実習前より実習後に低下する傾向にあった．
A.S.Hinsahw24）は，看護師の職業的社会化のモ
デルについては以下の6段階を示している．第
1段階：初期の清純さ（現実に影響されない看
護のイメージ），第2段階：不一致（現実は違
うのだということに気づき緊張とフラストレー
ションを生ずる），第3段階：同一視（教師や
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看護師を役割モデルとしてそれと同一視する），
第4段階：役割シミュレーション（役割モデル
にあわせて役割をシミュレーションする），第
5段階：揺らぎ（新しい看護師のイメージと古
いイメージの間に緊張が生ずる），第6段階：
内在化（新しい役割に適応する）で，このうち
第4段階までを学生のうちに経験するとしてい
る．実習前の学生の状態は第1段階に相当し，
看護師になることを目指して看護大学に入学
し，専門的な学習を重ね，高い看護職アイデン
ティティをもっていたのではないかと考える．
そして，臨地実習を通して直に患者に接するこ
とで現実の厳しさに直面し，第2段階をむかえ，
学内での学習と現実との違いから職業的アイデ
ンティティが低下したのではないかと考える．
青年期は，社会的役割実験が行われる中でアイ
デンティティを達成し，確立してく時期である
25）ことから，看護学生の職業的アイデンティ
ティは変化する可能性があり，今後さらに検討
していく必要があると考える．

＜社会への貢献の志向＞において，実習前よ
り実習後のほうが有意に下がっていた．古宇田
26）は，学生は，目に見える看護活動や看護技
術の手技を学ぶことはできても，看護観のよう
に目には見えないものについて学習をすること
は難しいと述べている．学生は実習において，
実際に患者に接し看護を行うことで，患者の願
いやニードに応え，看護職として患者や看護に
貢献していくことの難しさを直に体験したた
め，＜社会への貢献の志向＞（患者の願いに応
え，患者や医療に貢献していきたいという志向
性）が有意に下がったのではないかと考える．

3． 思いやり行動評価と職業的アイデンティ
ティとの関連

実習前後ともに思いやり行動評価の因子＜相
手の気持ちを察する＞と職業的アイデンティ
ティとの間で相関がみられなかった．＜相手の
気持ちを察する＞とは，相手の心の動きに敏感
に反応することとしていることから，患者の気
持ちに反応するだけでは，自分は看護職である
という思いにつながらないことが推察された．

実習前後ともに，思いやり行動と職業的アイ
デンティティで正の相関があったことから，思
いやり行動がとれる学生は，看護職アイデン
ティティが高いことが明らかとなった．従って
教員は，学生が思いやり行動をとることが出来
るように関わることが，今後の課題となるので
はないかと考える．菊池27）は，思いやり行動
が出るには，「気づき」「意思決定」「行動」と
いう流れがあり，「気づき」と「意思決定」を
つなぐ媒介過程として，共感性，向社会的判断，
役割取得がある．相手が援助を必要としている
ことに気づくことは思いやり行動の始まりにな
り，諸事情を考慮して思いやり行動をとること
を決定しなければならないと述べている．看護
においても，患者のニーズに気づき理解するよ
うに努め，専門的知識をもって援助が必要か否
かの判断をし，患者の立場に立って考え，個別
性をふまえた看護を提供することが求められ
る．これは，思いやり行動と類似した過程であ
り，思いやり行動をとれることは，看護師を自
分の職業であるとする主観的な感覚に自信をも
てるようにはたらくのではないかと考える．

Ⅵ　結論
1．思いやり行動で，実習前は「できる」と回

答した者が少なかった質問項目について，実
習後は「できる」と回答した者が多くなる傾
向があったことから，基礎看護学実習Ⅱによ
る影響が推察できる．

2．職業的アイデンティティは，実習により現
実の厳しさを体験したことで，実習後に低下
する傾向があったのではないかと考える．

3．実習前後ともに，思いやり行動と職業的ア
イデンティティで正の相関があったことか
ら，思いやり行動がとれる学生は，職業的ア
イデンティティが高いことが示唆された．
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